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１．概要（Summary）

有機化合物のブロモ化は医療分野やエネルギー分野

に お い て 重 要 で あ る 。 そ の 中 で も 1-hydroxy- 2-
naphtaldehyde の Br2 の付加反応には鉄触媒が必要で

あることが知られている [1]。今回、このブロモ付加反応を

目指し、早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構の設備を利

用して、Ni-Fe の無電解めっきを検証した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】  ダイシングソー、表面極微細構造

測定装置、FE-SEM
【実験方法】

熱酸化膜が 100 nm 付いた Si 基板を準備し、ダイシン

グソーで 20 mm×20 mm にカットした。膜厚測定のため

基板中央にレジストを適量垂らし、120℃でおよそ 5 min
加熱した。次に表 1 に示すように前処理として用いる Sn、

Pdの溶液、めっき溶液を調製した。洗浄した基板をSn溶

液、純水、Pd 溶液、純水の順に 30 sec ずつ浸漬するサ

イクルを三回繰り返し、最後に pH を 9、温度を 70℃にし

ためっき溶液に 30 min 浸漬させた。 最後に、レジストを

除去するためアセトン、IPA、純水で洗浄しスピンドライし、

表面極微細構造測定装置を用いて膜厚測定を行った。ま

た FE-SEM を用いて境界を観察した。 用いた溶液条件

を Table 1 に示す。  

Table 1 Solution ｃonditions
溶液 試薬 組成

Sn 溶液 SnCl2・2H2O 10 g・dm-3

HCl 10 ml・dm-3

Pd 溶液 PdCl2 0.2 g・dm-3

HCl 2.5 ml・dm-3

メッキ溶液 クエン酸 0.1 mol・dm-3

ジメチルアミンボラン 0.03 mol・dm-3

FeSO4・7H2O 0.1 mol・dm-3

NiSO4・6H2O 0.1 mol・dm-3

３．結果と考察（Results and Discussion）

メッキ後のサンプルを Fig. 1 に示す。青っぽく見えて

いるには熱酸化膜の SiO2 であり、レジストで保護されて

いた部分である。周りの黄土色に見える部分はメッキされ

た Ni-Fe 膜である。表面極微細構造測定装置によって測

定された膜厚は 50 nm 程度であった。また Fig. 2 に

SEM を用いた観察像を示す。粒子状に見えるものは Ni-
Fe のメッキ膜である。

Fig. 1 Picture of Ni-Fe/SiO2/Substrate.

Fig. 2 A SEM image of Ni-Fe/SiO2/Substrate.
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